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はじめに

こうした研究のうねりは13本にも大きな影響を

与え，同時に第三世界，周辺部から世界を見る，

あるいはマルクスの理論体系を新しい光のもとに

照射するといった現代的関心から，彼らの研究内

容は多くの人々によって紹介され，今Hに至って

いる。

H本における第三1ll：界研究の流れは， 1970年代

前半辺りから，大きな転回を示すに至った。転回

の直接的な契機は， H本でのアジア，アフリカ，

ラテンアメリカに関する実証研究の深化とその理

論化作業がもたらしたものではなく，むしろ海外

で生じた第三世界研究に関する新しいうねり，そ

の輸入と紹介が生み出したインパクトであった。

新しい研究のうねりは， 1960年代半ばから始ま

る次の二つの流れを端緒としている。ひとつは，

フランク (A.G. Frank)，アミン (SamirAmin)の

ような亡命知識人を含む，第三世界の研究者自身

が行なった既存の開発理論に対する批判であり，

もうひとつは欧米の地域研究者，マルクス主義理

論家が行なった伝統的マルクス理論の批判と再構

築の試みがそれである。両者はもともと背最も目

的も異なっていたが，論争や翻訳を通じて次第に

相互に切り結ぶようになり，のちには従属論，新

帝国主義論，あるいは新マルクス主義の名前を付

して一括して呼ばれるようになった。
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本稿は，第三世界の現状と歴史について，マル

クス主義， もしくは非開発経済学の立場から接近

を図ろうとする人々の日本における議論を，でき

るだけ幅広く紹介しようとするものである。概観

すべき議論の領域をどこに設定するかは，論点が

多岐にわたっているためきわめて難しいが，ここ

ではとりあえず，六つの項目を立て，対象もそれ

に限定した。六つというのは，（1）フランクなどの

新従属論，（2）アミンの周辺資本主義構成体論，（3)

不等価交換論，（4）生産様式接合論，（5）ウォーラス

テイン (I.W allerstein)の世界システム論，（6)イン

ドの植民地生産様式論，ケニアの資本主義論争ほ

か，である。

本稿では，紙幅の関係もあって，上記の議論の

要点・紹介は極力避け，日本においてどういう人

々がどういう視点から紹介，批判を行なっている

のか，その点の整理に力点を置いた。また以上の

主旨と対象の性格から，取り上げる文献も経済学

に限らず，歴史学，社会学，人類学へと広げるよ

うに努めたことをお断わりしておきたい。
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I 海外の研究動向と日本への紹介

海外の第三世界研究の動向は，きわめて広汎な

研究分野と地域を包含しており，またその理論的

フレームワーク，視点も人によって異なっている

ので，これをひとつに集約することは事実上不可

能といってよい。しかし理論を提示している側で

はなく，これを受容している第三世界の知識人，

学生たちにとって，新しい理論がどういう点で新

鮮かつ魅力的であったのか，その一点だけに絞っ

て要約すると，次の四つの特徴を挙げることがで

きる。

(1) 対象を一国レベルではなく世界レベル，ぁ

るいは批界資本主義に広げていること。

(2) この世界資本主義を構成する二つのグルー

プを，継起的，単系的発展論者がいうように

先進国と後進国，開発国と非開発国に分ける

のではなく，中枢と周辺，メトロボリスとサ

テライトの関係として，換言すれば，経済余

剰の国際的収奪関係（あるいは不等価交換）と

して捉えていること。

(3) 世界資本主義の発展，拡大の歴史的過程を，

中枢と周辺の分極化と捉え，さらにヨーロッ

バ中心の近代世界史像を排して，非西欧ある

いは周辺部の動態を組み込んだ新しい世界史

像，資本主義の発展理論を再構築しようとし

ていること。

(4) 周辺部，あるいは第三世界内部における今

13の経済社会構造を，異なる生産様式（資本

主義と非資本主義）， 異なる審級（国家と経済）

の接合と捉え，第三世界各地域に固有の文

化，社会体系を研究から捨象せず，むしろそ

の存在と変容に注目したこと。

従属論・世界システム論・接合論

以上の点のうちいくつかについては，早くから

マルクス主義理論を海外から導入し，経済史，社

会史，政治経済学の手法に慣れ親しんでいる 13本

の知識人には常識ともとれることであった。しか

し経済学はすなわち計量経済学，または開発経済

学を意味し，自国の歴史研究についても十分な蓄

積をもたない第三世界の知識人には，世界性と歴

史性を射程に入れた批判科学（政策科学ではなく）

としての社会科学は，それこそ刺激的かつ新鮮な

議論として受けとめられたのである。

その意味でフランクの新従属論やアミンの周辺

資本主義論は，第三世界の人々には，新しい理論

体系としてよりはむしろ世界認識と自国の社会認

識のための道具として，他方，欧米や日本では自

己反省の手掛かりとして受容されたように思われ

る。またそのように理解しない限り，何故に彼ら

の議論が，かくも大きな反響を伴って多くの国々

に受け入れられたかは，了解し得ないであろう。

日本に紹介された第三世界に関する議論の濫脹

になっているのは，すでに述べたごとく二つの流

れであった。ひとつは，アメリカで生まれた近代

化論，経済開発論に対する批判で，中心を成すの

はラテンアメリカにおける新従属論である。その

先駆をなしたのは，言うまでもなくフランクの著

名な論文「開発の社会学と社会学の低開発」，「低

開発の開発」 (1966年発表，（99〕所収）であった。も

うひとつの流れは，経済学偏重， ヨーロッパ中心

史観にもとづく既存の資本主義発展の理論に対す

る欧米のマルクス主義者からの批判で，その背景

には， F・プローデルなどのアナール派による社

会史の試み，アルチュセールの『資本論を読む』

の刊行，マルクスの『経済学批判要綱』（グルンド

リッセ）の編集とその英訳などの動きがあった。

いずれにせよ，以上の二つの流れを底流としつ
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つ， 1960年代から70年代初めにかけて， フラン

ク，アミン， ウォーラステインなどが次々と大著

を蒋わし，これを引き金としてさまざまな論争が

ヨーロッパ，ラテンアメリカ，さらにはインド，

ケニアなどをも巻き込んで起こっていく。この間

の推移はテーマが大きいこともあって錯綜してい

るが，望月清司 [76〕の大胆な整理と強烈な問題

意識が今のところ最も示唆に宮む。

海外の研究，とりわけ新従属論を， H本に最初に

紹介したのは，吉田秀穂のフランク研究 (1972年）

〔85Jである。吉田はチ 1]研究者であると同時に，

チリ大学の研究所でフランクと机をともにした僚

友であり，彼の論文はフランク理論の形成，ラテ

ンアメリカの革命戦略との関連を丁寧にフォロー

した新従属論に関する必読文献のひとつである。

その後，フランク，アミン，エマニュエル (A.

Emmanuel)などについては，連帯編集部 (87〕が

新帝国主義論として，湯浅赳男 (83]が大塚史学

の批判の手掛かりとして，また西川憫〔50〕が経

済発展理論の現代的課題として，それぞれ単行本

のなかで紹介を行なってきた。論文のレベルで

は，フランクの理論やラックラウのフランク批判

を紹介した吾郷健二 (1~ 3]や原田金一郎 (57〕
等の仕事がパイオニア的役割を呆たした。

一方，1970年代末以降の代表的文献としては，小

野一一郎編〔16〕が，バラン，プレビッシュから

ウォーラステインまでの主要な研究者の理論を紹

介しており，またフランク，アミンの著作を精力

的に翻訳・紹介してきた原田〔60]と，メキシコ

研究者の恒川恵市 (38〕が，各々総括的な整理と

批判を行なっている。なお原田論文に付された文

献目録は有用である。

もっとも以上の文献は，いずれも新しい理論を

日本に紹介することが第1の目的であり，紹介者
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もおおむね若い世代が中心であった。これに対し

1970年代末からは，マルクス経済学者の側から批

判，またはこれを前進させようとする動きがおこ

っている。たとえば，新従属論を手厳しく批判し

たのは大塚史学の毛利健：：：：： （71〕と宇野理論の立

場に立つ馬場宏二 (54〕であり，逆にフヲンクや

アミンの研究に一定の評価を与えつつ，これを新

しい角度から前進させようとしたのが，本多健吉

(66,67〕，望月清司 (73,75)，本山美彦(77〕など

の仕事である。とくに望月はマルクスの歴史理論

に関する長年の研究を踏まえつつ，原蓄論の活性

化を図ろうとしている。また本山の仕事は，マル

クス経済学の貿易論， 1胆界経済論を新しい地平に

おいて再構築しようとする野心的試みであった。

一方，ウォーラステインの世界システム論は，単

に経済学の分野だけではなく，日本の経済史家，

歴史学者にも大きな影孵を与えている。たとえば

西洋経済史の角山栄 •J11北稔編 (39J，川北稔

〔18]，柴田：：：：：千雄〔24J， 日本経済史の芝原拓自

〔25)，中村哲 (48)などがそれである。

II 個別研究の動向と日本への紹介

l. 新従属論

ラテンアメリカで生まれ， 13本では通常「従属

学派」として知られている新従属論(ECLACに結

集するプレビッシュ，スンケル，ピントなどの構造学派

旧従属学派と区別するため，こう呼ぶ）は， 日本で

はもっぱらフランクを中心に紹介されてきた。し

かし，ラテンアメリカでは，新従属論はさまざま

な研究者，実践グループのひとつの流れにすぎ

ず，また新従属論自体も一枚岩的存在ではなく，

人により主張，視点が異なる。この点，吉田の「ラ

テンアメリカの開発経済学の潮流と系譜」〔86J
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は短い論文であるが，系譜が手際よく整理されて

いて便利である。

新従属論のうち，フランクの初期の著作につい

ては，そのほとんどすべてが翻訳されている〔98

~100]。また〔99〕に添付されている大崎による

フランクの「批判文献目録」も，彼の理論にアフ゜

ローチする際には不可欠の文献である。

フランク理論の紹介については，吉田〔85],

武藤一羊 ((87〕所収），吾郷l]，原田 [58]の先

駆的な業績の他，有賀定彦〔6〕，植松忠博〔11〕，

高橋正明〔31]，田中祐二 [36〕，徳永俊明(41J,

富岡倍雄 [42〕がそれぞれ行なっている。

フランク理論に対して，正統派マルクスセ義の

立場から批判を加え，のちの生産様式論争へとつ

ながるラックラウ (H.E. Laclau)の論文(「103],

のち [104〕に所収）については，原田が全訳を，ま

た吾郷〔 l〕，原田 [58Jが，論争の詳しい内容の

紹介を行なっている。

新従属論の産みの親の一人でもあり，批判の対

象にもなったプレビッシュについては，細野昭雄

〔64]や小野編 (16]が初期の理論について紹介を

行なっているが， しかし注目すべき点は，フ゜レビ

ッシュがラテンアメリカ経済の変貌のなかで，絶

えず自らの理論を検証し，周辺資本主義論などを

自分の理論体系のなかへ組み込もうとしたことで

あろう。この点，1970年代のプレビッシュ理論を，

詳しい文献目録とともに紹介した植松〔12]の労

作や羽鳥敬彦〔53]の仕事が注目される。

フランク， ブ゜レビッシュを除いた新従属学脈(/)

人々，とりわけバンビーラ，マリーニ，カルドー

ソ［ ドスサントスなどについては，今のところ恒

川〔38]や，朴ー [63),高橋〔31〕などが簡単に

触れているだけである。ただしドスサントスにつ

いては主要論文の翻訳〔97]があり，スンケルに

従属論・世界システム論・接合論

ついては竹野内真樹〔35Jの詳しい紹介がある。

2. 周辺資本主義構成体論

フランクの中枢・衛星間における経済余剰の収

奪，エマニュエルの不等価交換論，生産様式・社

会構成体論の三つの視角をひとつに統合し，これ

を周辺資本主義論として体系化したのが，サミー

ル・アミンである。アミンの主著であり，同時に

第三世界研究の理論的水準の頂点のひとつを示す

と思われる『不均等発展』(1972年原著刊行）〔93〕

は， 日本におけるアミンのよき理解者でもある西

川潤によって翻訳がなされている。また『不均等

発展』の士台になった『世界的規模における資本

蓄積』も〔89,90, 92〕の 3分冊として翻訳されて

いる。たにし，後者はダカール大学でのアミンの

経済学講義をもとにしているため，菫複やむだな

叙述が多く，理論的不備も目立つ。

アミンを日本に最初に紹介したのは，数少な

いコート・ジボワールの研究者である原口武彦

〔56〕である (1969年）。その後，西川〔50〕，湯浅

〔83〕が，彼の理論的枠組を紹介し，さらに1970年

代末になると，以下に掲げるように多数の紹介

と批判が現われるに至った。たとえば北沢正雄

〔20〕， 川崎広人〔19〕， 高橋章 [28J，鍛治邦雄

〔37〕，寺本光朗〔40〕，西川〔51,52〕，原田〔59〕，

森博男〔78〕などがそれである。しかしアミンの

壮大な体系化の試みに対し，地域研究者，実証研

究者の立場からこれを適用しようとしたり，ある

いは批判を行なおうとしたものは，いまのところ

ほとんどない。

ただアフリカ研究者の岡倉登志 (14]が，アミ

ンの「貢納制生産様式」の概念をサモリ帝国に適

用し，また岡野内正〔15]が，アミンとエジプト共

産党の関係について論及しているのが目を惹く。
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3. 不等価交換論

第三世界経済論，あるいは「低開発の開発」論

に理論的根拠を与えようとするのが，不等価交換

論である。この議論は戦後エマニュエルによって

開始され，ベトレームなどとの論争を経て，さら

にアミンにより理論的前進が図られた。この間の

経緯を知るには，不等価交換に関する主要論文を

編集し，翻訳したエマニュエル他〔96〕が便利で

ある。また花崎皐平がアミンの不等価交換論を翻

訳〔91〕している。

不等価交換論は， H本では古くから国際価値論

争の一環としてなされているので言及も多い。主

なものだけでも，名和統一(49], 中川信義〔44〕，

中、＇翡太一 (46,47J，本多 ((68]，のち (67〕所収）

などを挙げることができる。

4. 生産様式接合論

フランクとラックラウの論争＂アミンの周辺資

本主義構成体における非接合 (disarticulation)理

論，あるいはアルチュセールの審級論の延長線上

に展開されたのが，生産様式の接合理論である。そ

の中心的提唱者は，マルクスの地代論を読み替え

て，封建制から資本主義への移行と，第三世界が

冊界資本主義に統合化される仕組みを統一的に把

握しようとしたフィリップ・レイ (P-P.Rey)で

あった。彼の著名な論文「諸生産様式の接合につ

いて」 (1969年）とその他の論文は山崎カヲル〔81,

102〕によって翻訳されている。

また，その理論の紹介については，吼月〔74〕，

室井義雄（70],若森章孝 [88]などが行なってい

る。

5. 世界システム論

フランク，アミンと並んで日本に幅広く紹介さ

れ，大きな論議を呼んだ理論が，ウォーラステイ

ンの世界システム論である。 1忙界システム論の魅
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力は， ヨーロッパに端を発した資本主義が世界大

に拡大していく歴史的フ゜ロセスを，理論的，実証

的に解明しようとするその壮大な知的試みにあ

る。またその理論的支柱は，資本主義を世界的規

模での労働管理システムと捉える分業論と，国家

機構の強弱から，世界を基軸国家・準周辺国家・

周辺地城の三つのグループに分ける国家論の二つ

に求めることができるだろう。

ウォーラステインの主著『近代世界システム』

[94〕と，彼の理論体系をコンパクトに要約した

『史的システムとしての資本主義』 (95]は，それ

ぞれ川北稔によって翻訳がなされている。また彼

の理論を日本に紹介したものとしては，川北の解

説〔94〕のほか，伊豫谷登士翁〔8,9〕と，熊岡

洋一〔21]の論稿があり，とくに伊豫谷 (9]は

この問題に関してまず読まれるべき基本文献のひ

とつである。

世界システム論は， 日本における地域研究者・

第三世界研究者ではなく，むしろ世界経済論，国

際政治学，社会学などの分野に大きなインパクト

を与えた。柴田〔24〕，中村〔48〕のほか，平田雅

博(61〕，毛利〔72〕などの経済史，猪口邦子(7]，

藤原帰一〔62〕などの国際政治学，富永健一〔43〕

の社会学などがそれである。

6. インド植民地生産様式論ほか

フランクの中枢・衛星論やアミンの周辺資本主

義論は，アフリカやインドにおいても，その資本

主義の性格や低開発性をめぐってさまざまの論争

を引き起こした。その代表的所産は，インドのバ

ナジ，アラウイーなどの間で展開された，いわゆ

る植民地生産様式論争であり，その詳細な内容の

紹介と問題点の指摘は，古賀正則[22〕が行なって

いる。またこのほかに高橋満[32,34]，真実一美

〔69〕も，同じ問題について検討を行なっている。
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論点は異なるが，同じく資本主義の性格をめぐ

る議論は，ケニアにおいてもリース，スウェーソ

ンとカプリンスキーの間で論争がなされており，

簡単な紹介を小島さくら〔23〕が行なっている。

一方，東南アジアにおいては，ラテンアメリカの

フランク，北アフリカのアミンに匹敵するような

理論的仕事は，現地の研究者の手によってはまだ

なされていない。ただし近代化論や開発経済学を

批判し，自国の社会・歴史を政治経済学的に分析し

ようとする研究者は，各国で現われている（たと

えばタイのチャティップ・ナートスパー，マレーシアの

ジョモ・クワーム・スンダラム，フィリヒ°ンのランドル

フ・ S・ダビッド）。インドネシアについては，従属

論を自国社会に適用しようとしたインドネシア人

の仕事が，加納啓良〔17〕によって批判的に紹介

されている。

m 日本における紹介の特徴

以上六つの項目に分けて，海外における注目す

べき第三世界研究の日本への紹介の現状を見てき

た。ところで日本における第三世界研究の受容の

されかたについてみると，そこに際立った特徴を

見い出すことができる。つまり海外での論争や議

論を13本に紹介する人々の多くは，マルクス主義

理論家や経済史家で占められ，逆にアジア，ラテ

ンアメリカなどの地域研究にたずさわっている人

々は，フランク等の議論に対しては，消極的な態

度，もしくは無関心を示している， という事実が

それである。そのため海外の議論は，それが丸ご

と紹介され，理論体系内部での論理の斉合性の不

備や，マルクスの思想・理論に対する不十分な理

解が厳しく批判されることはあっても，フランク，

アミンの理論を第三世界の現実と照らし合わせつ

従属論・枇界、ンステム論・接合論

つ検証したり，あるいは彼らの議論を前提にしな

がら，実証的研究を進めるという作業は，残念な

がらほとんどみられなかったのである。

地域研究者が，海外の議論の紹介にともすれば

消極的であるひとつの理由は，理論と住み込み調

査などから得た各国の経済・社会像の間のずれ，

第一次資料の渉猟・解読から得られる歴史像と単

純化されたシェーマの間の大きな格差，そしてこ

れらの経験から生まれる，性急な理論化作業に対

する不信感などに基づくところが大であろう。

しかし，日本においても地域研究の蓄積が一定

みられた以上，今後要請されるのは，海外の理論

の輸入・紹介だけではなく，地域研究者自身によ

る理論化作業の試みと思われる。その際，筆者が

拷えているのは，世界システム論のような大上段

の議論ではなく，もう少し国・地域の歴史と現実

に密着した「中間理論」，「分析枠組」の設定であ

る。またその作業が前提とされない限り，たとえ

ばアミン理論の批判もその適用も生産的な成果を

望むことはできないと思われる。
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